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ま
え
が
き

労
働
す
る
身
体
と
娯
楽
を
消
費
す
る
身
体
と
は
不
可
分
の
、
あ
る
い
は
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
。
体
制
側
は
身
体
を
良
好
な
状

態
で
継
続
的
に
動
員
す
る
た
め
に
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
つ
つ
娯
楽
を
与
え
、
娯
楽
は
発
達
し
、
と
き
に
は
体
制
の
意
図
の
外
側
へ
は

み
出
て
い
く
。
で
は
動
員
が
解
け
た
あ
と
、
娯
楽
を
享
受
す
る
身
体
は
何
を
求
め
、
多
量
に
生
産
さ
れ
た
娯
楽
は
ど
こ
へ
い
く
の
か
。

本
書
は
、二
〇
二
二
年
度
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
日
文
研
）
の
共
同
研
究
「
労
働
と
身
体
の
大
衆
文
化
論
―
―
戦
時
下
・

戦
後
の
接
続
の
試
論
と
し
て
」（
研
究
代
表
者
：
大
塚
英
志
〔
日
文
研
〕・
星
野
幸
代
〔
客
員
〕）
の
研
究
成
果
で
あ
り
、
出
版
に
際
し

日
文
研
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
度
は
「w

ith

コ
ロ
ナ
」
が
唱
え
ら
れ
つ
つ
も
年
度
内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
流
行
の
ピ
ー
ク
が
数
回
生
じ
、
三
回
の
研
究
会
が
い
ず
れ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
操
作
に
精
一
杯
で
、

総
合
討
論
が
充
分
で
な
か
っ
た
こ
と
が
、
個
人
的
な
反
省
点
で
あ
る
。
以
下
に
、
研
究
会
の
記
録
を
挙
げ
る
。（
敬
称
略
）

第
一
回
　
二
〇
二
二
年
七
月
三
〇
日

報
告
①
　
星
野
幸
代
「
戦
前
戦
後
日
本
の
少
女
文
化
に
お
け
る
バ
レ
エ
」
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報
告
②
　
孫
旻
喬
「
機
械
が
『
労
働
す
る
身
体
』
と
し
て
語
ら
れ
る
時
：
造
形
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
・
人
間
と
の
関
係
」

報
告
③
　
河
西
秀
哉
「
労
働
者
が
歌
う
こ
と
―
―
厚
生
運
動
か
ら
う
た
ご
え
運
動
へ
」

第
二
回
　
二
〇
二
二
年
九
月
三
日

報
告
①
　
陳
敏
「
外
地
巡
礼
と
満
洲
の
働
く
少
女
」 

報
告
②
　
秦
剛
「
戦
時
下
の
木
蘭
故
事
の
舞
台
化
―
―
東
宝
国
民
劇
『
木
蘭
従
軍
』
を
め
ぐ
っ
て
」

報
告
③
　
バ
ラ
ク
・
ク
シ
ュ
ナ
ー
（K

ushner, B
arak

） “Transw
ar propaganda and entertainm

ent: im
perial to post-im

perial 

considerations”

報
告
④
　
徐
瑋
瑩
「
跨
越
高
雅
與
通
俗
文
化
的
藩
籬
：
二
戰
前
後
日
本
舞
蹈
藝
術
界
對
臺
灣
的
影
響
（1920-1967

）」

報
告
⑤
　
朴
祥
美
「
戦
後
日
本
の
文
化
政
策
と
大
衆
芸
能
」

第
三
回
　
二
〇
二
三
年
三
月
四
日

報
告
①
　
佐
々
木
浩
雄
「
帝
国
日
本
と
集
団
体
操
：
満
洲
へ
の
拡
張
」

報
告
②
　
小
川
翔
太
「
囚
わ
れ
・
越
境
す
る
日
本
軍
政
下
イ
ン
ド
ネ
シ
アPO

W
 C

am
p

宣
伝
映
画
―
―（
脱
）
植
民
地
化
へ
動

員
さ
れ
た
シ
ネ
ア
ス
ト
た
ち
」

報
告
③
　
瀧
下
彩
子
「〝
は
れ
も
の
〞
に
さ
わ
る
子
供
た
ち
―
―
児
童
文
化
は
新
中
国
を
い
か
に
消
化
し
た
か
」

ゲ
ス
ト
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
晏
妮
（
日
本
映
画
大
学
）、
魏
晨
（
武
漢
大
学
）

本
研
究
班
は
、
翼
賛
体
制
下
に
お
け
る
身
体
と
視
覚
を
通
じ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
大
衆
文
化
の
担
い
手
が
、
終
戦
後
さ
し
て
休
止
も

せ
ず
活
動
し
、
次
世
代
を
育
成
し
た
こ
と
に
着
目
し
、
戦
時
か
ら
今
日
に
つ
な
が
る
身
体
的
・
視
覚
的
大
衆
文
化
の
こ
う
し
た
軌
跡

を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
多
ジ
ャ
ン
ル
横
断
的
に
（
舞
台
芸
術
、
大
衆
芸
能
、
合
唱
、
視
覚
的
・
聴
覚
的
メ
デ
ィ
ア
）、
ま
た
多

様
な
ル
ー
ツ
の
研
究
者
に
よ
り
議
論
し
て
き
た
。
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
バ
ラ
ク
・
ク
シ
ュ
ナ
ー
氏
が
諸
般
の
事
情
で
執
筆
を
断
念
せ
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ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
は
非
常
に
残
念
で
あ
っ
た
。
ク
シ
ュ
ナ
ー
氏
は
帝
国
日
本
の
戦
時
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
お
い
て
特
に
漫
才
や

落
語
等
の
コ
メ
デ
ィ
が
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
本
研
究
会
で
の
報
告
で
は
そ
れ
を
踏
ま

え
て
、
戦
時
慰
問
に
お
け
る
大
衆
芸
能
と
製
薬
会
社
の
接
点
へ
と
対
象
を
広
げ
つ
つ
、
敗
戦
後
、
ユ
ー
モ
ア
が
戦
時
期
の
忘
却
に
果

た
し
た
役
割
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。

戦
中
戦
後
の
い
く
つ
か
の
事
象
の
連
続
性
に
つ
い
て
は
既
に
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
。
大
衆
文
化
に
つ
い
て
は
、
大
塚
英
志
編
著

『
動
員
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
―
―〈
創
作
す
る
大
衆
〉
の
戦
時
下
・
戦
後
』（
二
〇
一
七
年
）
に
お
け
る
、
翼
賛
体
制
下
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
戦
略
を
担
っ
た
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
上
に
現
在
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
達
成
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
、
本
共
同
研
究
の
動
機
の
一

つ
で
あ
る
。
同
年
に
出
版
さ
れ
た
朴
祥
美
『
帝
国
と
戦
後
の
文
化
政
策
―
―
舞
台
の
上
の
日
本
像
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
に
は
、

日
本
の
演
劇
界
の
戦
中
戦
後
の
連
続
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
戦
争
協
力
か
ら
左
翼
運
動
へ
と
、
多
く
の

文
化
人
が
と
っ
た
、
状
況
に
対
し
て
無
節
操
に
も
見
え
る
行
動
は
、
戦
前
・
戦
中
と
一
貫
す
る
い
わ
ば
一
つ
の
ス
タ
ン
ス
―
―
演
劇

の
社
会
的
貢
献
に
努
め
る
―
―
に
よ
っ
て
い
く
ら
で
も
方
向
が
転
換
で
き
る
の
で
あ
っ
た
」（
九
八
頁
）。
こ
の
指
摘
は
、「
演
劇
」
を

「
舞
踊
」「
合
唱
」「
映
画
」
等
に
置
き
換
え
て
も
通
じ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
文
芸
界
に
お
い
て
広
範
な
現
象
で
あ
り
な
が
ら
、
大
衆
文
化
の
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
は
未
だ
そ
の
連
続
性
が
忘

却
さ
れ
、
あ
る
い
は
言
及
さ
れ
な
い
。
そ
の
背
景
に
あ
る
事
情
と
し
て
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究
史
の
若
さ
と
い
う
原
因
以
外
に
、

次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。（
一
）
作
品
や
現
象
を
、
当
時
の
特
殊
な
文
脈
を
再
現
し
た
上
で
解
釈
し
な
け
れ
ば
、

包
含
さ
れ
る
意
味
が
充
分
に
認
識
で
き
な
い
場
合
。（
二
）
師
弟
関
係
を
主
と
す
る
芸
能
に
お
い
て
、
戦
時
期
の
師
の
活
動
を
負
の

要
素
と
判
断
し
た
門
下
生
が
資
料
を
秘
蔵
し
て
い
る
場
合
。（
三
）
あ
る
文
化
現
象
が
（
今
日
で
は
）
知
名
度
の
高
く
な
い
個
人
の

強
烈
な
個
性
に
依
拠
し
て
い
る
場
合
、
等
で
あ
る
。
本
書
収
録
の
い
く
つ
か
の
論
文
は
（
一
）
か
ら
（
三
）
の
よ
う
な
理
由
で
不
可

視
化
さ
れ
て
い
た
現
象
に
迫
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
本
書
収
録
の
い
く
つ
か
の
論
文
は
、
戦
時
期
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
化
記

憶
・
人
的
交
流
が
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
状
況
下
で
、
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
模
索
と
交
渉
し
つ
つ
如
何
に
し
て
潜
伏
し
、
浮
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上
し
て
い
く
の
か
と
い
う
発
展
的
課
題
に
対
し
て
も
展
望
を
示
し
た
。
さ
ら
な
る
課
題
と
し
て
、
本
テ
ー
マ
に
は
朝
鮮
・
韓
国
、
東

南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
知
見
と
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

研
究
会
に
て
ゲ
ス
ト
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
て
頂
い
た
晏
妮
先
生
（
日
本
映
画
大
学
）、
魏
晨
先
生
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）、

ま
た
本
書
の
刊
行
に
当
た
り
台
湾
関
係
の
研
究
論
文
に
ご
助
言
い
た
だ
い
た
三
須
祐
介
先
生
（
立
命
館
大
学
）
に
は
、
い
ず
れ
も
貴

重
な
コ
メ
ン
ト
を
賜
り
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
研
究
会
が
つ
つ
が
な
く
運
営
で
き
た
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
的
確
に
日
中

通
訳
を
し
て
い
た
だ
い
た
薛
梅
氏
（
中
国
、
太
原
理
工
大
学
）
と
鄒
韻
氏
（
中
国
、
杭
州
師
範
大
学
）、
ま
た
通
訳
補
佐
と
レ
ジ
ュ

メ
翻
訳
に
奔
走
し
て
く
れ
た
名
古
屋
大
学
大
学
院
生
の
龔
月
婷
さ
ん
と
岸
川
あ
ゆ
み
さ
ん
、
お
よ
び
協
力
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
研
究
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
を
引
き
受
け
て
頂
い
た
大
塚
英
志
先
生
と
、
本
書
の
刊
行
を
快
く
承
諾
し
て
頂
い
た
水

声
社
お
よ
び
担
当
編
集
者
の
廣
瀬
覚
氏
の
御
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
三
年
盛
夏

星
野
幸
代


